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近
年
、
日
本
で
は
兵
庫
県
南

部
地
震
、
新
潟
県
中
越
地
震
、

能
登
半
島
地
震
、
新
潟
県
中
越

沖
地
震
等
の
大
き
な
地
震
が
頻

発
し
、地
震
は
全
国
的
に
い
つ
、

ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

学
校
施
設
は
生
徒
が
一
日
の

大
半
を
過
ご
す
学
習
・
生
活
の

場
で
あ
り
、
地
震
発
生
時
に
お

い
て
は
、
生
徒
の
安
全
確
保
が

最
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
町
学
舎
本

館
は
１
９
５
８
年
に
、
４
号
館

に
至
っ
て
は
戦
災
を
辛
う
じ
て

免
れ
１
９
２
５
年
に
竣
工
さ
れ

た
建
物
で
あ
る
た
め
、
文
部
科

学
省
の
学
校
施
設
耐
震
化
推
進

指
針
な
ど
の
方
策
を
受
け
て
、

耐
震
補
強
及
び
改
修
工
事
を
実

施
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

今
回
の
工
事
は
、
耐
震
補
強

だ
け
で
は
な
く
、
以
前
か
ら
改

修
が
必
要
で
あ
っ
た
、
空
調
機

器
の
入
れ
替
え
や
ト
イ
レ
の
改

装
、
消
防
法
基
準
に
適
合
す
る

必
要
が
あ
る
箇
所
の
改
修
も
合

わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
特
に
大
き
く
変
わ
っ
た
の

が
、
本
町
講
堂
で
す
。
か
ね
て

よ
り
音
楽
部
門
か
ら
は
、
本
町

講
堂
の
音
響
改
善
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
が
、
耐
震
改
修
に
お

い
て
側
壁
・
天
井
壁
を
撤
去
し
、

鉄
骨
材
を
補
強
し
な
く
て
は
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
音

楽
演
奏
に
必
要
な
明
瞭
で
豊
か

な
響
き
と
な
る
よ
う
な
設
計
・

施
工
を
行
い
ま
し
た
。

（
２
面
に
続
く
）

��耐震化工事に合わ
せて音響改善工事を施
工した講堂
�耐震補強と改修工事
が完成した本町学舎本
館の外観

生
徒
の
安
全
確
保
目
指
し

講
堂
の
音
響
改
善
も
実
施



（
１
面
か
ら
続
く
）

吸
音
性
の
側
壁
と
天
井
を
、

反
射
性
の
仕
上
材
に
変
更
し
て
、

残
響
時
間
を
の
ば
す
こ
と
、
舞

台
・
客
席
の
側
壁
を
床
か
ら
垂

直
な
壁
面
に
変
更
し
て
、
演
奏

者
と
客
席
へ
の
反
響
音
を
増
や

す
こ
と
、
舞
台
面
積
を
増
や
し

て
、
２
管
１４
型
編
成
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
演
奏
に
対
応
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
空
調
関
係
で
は
、
講

堂
全
体
が
１
系
統
で
の
定
風
量

シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
た
め
、
座

席
位
置
特
に
１
階
席
が
寒
く
２

階
席
が
暑
く
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、そ
れ
ら
を
改
善
す
る
た
め
、

３
系
統
で
温
度
制
御
す
る
シ
ス

テ
ム
に
変
更
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
壁
面
デ
ザ
イ
ン
の

様
々
な
大

き
さ
の
光

に
包
ま
れ

た
空
間

は
、
学
園
章
の
「
下
が
り
藤
」

の
花
弁
の
よ
う
に
、
光
を
上
か

ら
下
へ
ち
り
ば
め
、
音
楽
を
形

づ
く
る
一
つ
一
つ
の
音
の
よ
う

に
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
配
置
し
、
講

堂
全
体
が
全
く
新
し
い
も
の
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
学
園
創
立
１

２
０
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て

行
っ
た
、
本
館
・
４
号
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
、
内
外
か

ら
高
い
評
価
を
得
る
結
果
と
な

り
、
相
愛
学
園
の
「
新
た
な
る

は
じ
ま
り
」
と
し
て
さ
ら
に
飛

躍
・
発
展
す
る
事
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

尚
、
工
事
期
間
中
は
音
、
振

動
が
す
る
た
め
、
授
業
及
び
執

務
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う

配
慮
し
な
が
ら
の
工
事
で
あ
り

ま
し
た
が
、
不
便
を
お
か
け
し

ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
学

園
関
係
者
と
施
工
業
者
竹
中
工

務
店
の
協
力
に
よ
り
無
事
完
了

致
し
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

硬
式
テ
ニ
ス
部
は
高
校
生
の
み

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
２

年
生
２
人
、
１
年
生
６
人
の
計
８

人
で
す
。
練
習
日
は
現
在
の
と
こ

ろ
月
・
水
・
木
・
土
・
日
で
す
。

主
に
校
庭
で
行
っ
て
い
ま
す
。
夏

休
み
に
は
琵
琶
湖
で
２
泊
３
日
の

合
宿
を
実
施
し
、
朝
か
ら
晩
ま
で

テ
ニ
ス
漬
け
と
な
り
ま
す
。
こ
の

合
宿
で
テ
ニ
ス
の
技
術
も
格
段
に

上
が
り
、
部
員
の
絆
も
深
ま
り
ま

す
。試

合
は
、
春
・
夏
に
行
わ
れ
る

総
体
が
大
き
な
目
標
で
す
。
シ
ン

グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス
と
も
本
戦
出

場
を
目
指
し
て
日
々
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
団
体

戦
に
も
出
場
し
て
い
く
予
定
で
す
。

新
入
生
は
素
振
り
や
一
本
打
ち

な
ど
基
礎
練
習
を
し
っ
か
り
と
行

い
ま
す
。
地
味
な
練
習
が
多
く
、

し
ん
ど
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

自
分
の
思
っ
た
よ
う
な
ボ
ー
ル

が
打
て
た
時
の
喜
び
は
格
別
で

す
。練

習
を
休
ま
な
い
、
真
面
目
に

一
生
懸
命
頑
張
れ
る
、
そ
し
て
何

よ
り
も
テ
ニ
ス
が
上
手
く
な
り
た

い
と
い
う
人
、
硬
式
テ
ニ
ス
部
一

同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

校
庭
で
の
練
習
を
見
に
来
て
下
さ

い
�

大学

○硬式テニス部（女子）
▽全日本学生テニス選手権大会女子ダブ
ルス優勝 伊藤亜理沙・辻村香名子
▽第６２回国民体育大会テニス成年女子大
阪代表５位 伊藤亜理沙・辻村香名子
▽同愛媛代表選手 富山愛
▽関西学生春季テニストーナメント女子
シングルス優勝 富山愛
▽平成１９年度関西大学対抗テニス１部
リーグ戦（舞洲テニスガーデン）
９月２４日 相愛大４―１立命館大
９月２６日 相愛大５―０神戸松蔭女子学
院大
９月２８日 相愛大２―３関西学院大
１０月５日 相愛大５―０同志社大
１０月７日 相愛大０―５園田学園女子大
▽関西学生テニス選手権大会女子ダブル
ス準優勝 伊藤亜理沙・佐藤明日香
▽第２４回ユニバーシアード競技大会（２００７
／バンコク）前川綾香出場（出場資格は
大会が開催される年の１月１日現在で１７
歳以上２８歳未満。なおかつ、大学または
大学院に在学中、もしくは大会の前年に
大学または大学院を卒業した人）

○硬式テニス部（男子）
▽平成１９年度関西大学対抗テニスリーグ
戦５部Ｅブロック
相愛大３―６太成学院大
相愛大３―６流通科学大
相愛大５―４滋賀医科大
相愛大６―３成蹊大
相愛大０―９佛教大

○男子バレーボール部

▽平成１９年度関西大学バレーボール連盟
春季リーグ戦８部
４月２２日（神戸市外国語大）
相愛大０―３京都橘大
４月２９日（英知大）
相愛大１―３神戸市外国語大
４月３０日（英知大）
相愛大 不戦勝 明治鍼灸大
５月５日（相愛大）
相愛大３―２英知大
５月１３日（相愛大）
相愛大３―０京都精華大
結果８部６位、７部昇格出来ず

○軟式野球部
▽平成１９年度西都大学軟式野球連盟春季
リーグ戦
相愛大７―５大阪芸大
相愛大６―３大阪電気通信大
相愛大７―１関西福祉科学大
相愛大３―２帝塚山大
相愛大０―３近畿大農学部
相愛大３―７天理大
相愛大６―５羽衣国際大
相愛大３―５太成学院大
相愛大３―１大阪教育大
▽同秋季リーグ戦（１０月２２日現在）
相愛大７―１羽衣国際大
相愛大１―０帝塚山大
相愛大４―２関西福祉科学大
相愛大５―２近畿大農学部
相愛大３―５大阪芸大
相愛大７―０プール学院大

高校・中学

●水泳部
シンクロナイズドスイミングの部

▽近畿大会個人９位
高１瀬口さくら
●新体操部
高校
▽第６２回国民体育大会近畿ブロック大会
８月２５日（奈良県立橿原公苑体育館）
少年女子 優勝 総合得点 ２４．１８１
（高２廣海圭香 高１天谷衣里 田中千
晴 向原綺花）
▽第６２回国民体育大会 ９月３０日・１０月
１日（秋田市立体育館）
少年女子 １３位 総合得点 ２３．８７５
（高２廣海圭香 小野香織 高１天谷衣
里 田中千晴 向原綺花）
中学
▽第５６回近畿中学校総合体育大会 ８月
７日（大阪市中央体育館）
団体 優勝 得点 １１．６００
（中３藪田響 藤野華帆 中２野田温子
米口優美 中１松島樹里）
▽第３８回全国中学校体育大会 ８月２３日
（青森県武道館）
団体 ８位 得点 １１．２５０
（中３藪田響 藤野華帆 中２野田温子
米口優美 中１松島樹里）
▽第１４回近畿ジュニア新体操選手権大会
９月２２日・２３日（和歌山県立体育館）
団体 ４位 得点 １１．２００
（中３薮田響 藤野華帆 中２米口優美
中１岩田七海 松島樹里）

●放送部
第５４回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト
大阪大会創作ラジオドラマ部門決勝２位、
全国決勝大会出場
作品名「おばぁちゃんの卒業証書」全部
員による制作

こ
ん
に
ち
は
、
音
楽
部

で
す
。
私
達
は
毎
週
月
・

水
・
木
曜
日
に
６
階
で
各

バ
ン
ド
ご
と
で
練
習
し
て

い
ま
す
。
バ
ン
ド
の
発
表

の
機
会
は
文
化
祭
や
ク
ラ

ブ
発
表
、
ク
ラ
ブ
内
で
の

発
表
な
ど
で
す
。

ま
た
、
毎
年
軽
音
楽
部

の
甲
子
園
と
い
わ
れ
て
い

る
大
会
「
ス
ニ
ー
カ
ー
エ

イ
ジ
」
に
も
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
ク
ラ
ブ
に
入
る
ま

で
楽
器
を
触
っ
た
事
が
な

い
人
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
初
心
者
で
も
大
歓

迎
で
す
�

音
楽
が
好
き
な
人
、
楽
器
を
演

奏
し
て
み
た
い
人
、
学
生
生
活
を
ク
ラ
ブ
に

打
ち
込
み
た
い
人
は
是
非
、
６
階
に
来
て
く

だ
さ
い
�

待
っ
て
ま
ー
す
�

本
町
学
舎
本
館
耐
震
化
工
事
完
成

初心者も大歓迎
音楽部

硬
式
テ
ニ
ス
部

合
宿
で
技
術
と
絆
深
め
る

さ
ら
な
る
飛
躍
へ
一
新

１Ｆ女性用トイレ

講堂の工事の様子

創立１２０周年記念公開講座（於：津村別院津村ホール）

耐震の為のＨ鋼

１Ｆ多目的トイレすべてを撤去された講堂

食 堂
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第２回
御堂筋学生音楽祭

御堂筋パレード
第２５回

打楽器３重奏 右から中村拓美さん（本学）
植田好恵さん（本学）長橋健太さん（大音大）

９月１４日（金）から１６日（日）の３日間、大阪
の大学生がつくる第２回御堂筋学生音楽祭が中之
島中央公会堂、御堂筋／四ツ橋エリア、大阪城野
外音楽堂で開催され、学生自ら創造力を発揮して
音楽祭を企画・運営しました。
中央公会堂演奏会の実行委員の中心的メンバー
として音楽学部４回生中川佐織さんが参加し、本
学や大阪音楽大学の出演者を取りまとめていまし
た。

第２５回御堂筋パレード（財団法人大阪２１世紀協会主催）が１０月１４日（日）
に実施され、本学から相愛大学雅楽隊と相愛中学校・相愛高等学校吹奏楽
部が、参加しました。今年は御堂筋完成７０周年で、同パレードも「御堂筋

完成７０周年記念」となりまし
た。第一部の記念パレード「古
代／国際交流都市・大阪」の
古代交流船と共にパレードし、
本学で雅楽を履修している音
楽学部４回生土居宏行さんを
はじめ２０人の雅楽隊がステー
ジカーの上で演奏しました。
また、北御堂前では本校吹

奏楽部（指揮：末藤孝子先生）が、御堂筋本線上でパレードをお迎えする
ための演奏をし、沿道から大きな拍手が沸きました。

今
年
度
の
大
学
祭
に
ご
協
力
、

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
て
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
度
の

来
場
者
数
は
、
延
べ
３
２
０
０

人
と
前
年
度
に
比
べ
る
と
や
や

少
な
め
で
す
が
、
盛
り
上
が
り

は
去
年
以
上
に
あ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
Ｋ

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ａ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
や
お

笑
い
芸
人
３
組
に
よ
る
ラ
イ
ブ

も
あ
り
ま
し
た
。
実
行
委
員
企

画
に
は
、
例
年
人
気
の
あ
る
カ

ラ
オ
ケ
大
会
や
女
装
コ
ン
テ
ス

ト
で
あ
るB

lue
O
cean

コ
ン
テ
ス
ト
、
出
店
模
擬
店
の

中
の
１
位
を
決
め
る
模
擬
店
コ

ン
テ
ス
ト
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
な
ど
が
あ
り
、
大
学
祭
を
よ

り
楽
し
め
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、反
省
会
等
を
行
い
、

来
年
へ
と
繋
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協

力
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
大

学
祭
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

大
学
祭
実
行
委
員
長

竹
田
美
奈
子

中川佐織さん

学
生
を
乗
せ
た
雅
楽
号

特
別
講
演
会
が
大
学
祭
２
日

目
に
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
方
々

に
来
場
い
た
だ
い
た
。
人
間
発

達
学
部
子
ど
も
発
達
学
科
岩
堂

美
智
子
教
授
か
ら
は
「
家
庭
の

教
育
力
を
高
め
よ
う
〜
み
ん
な

で
子
育
て
〜
」
と
題
し
て
こ
こ

ろ
を
育
て
る
家
庭
教
育
の
困

難
さ
や
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ

と
い
う
考
え
方
が
紹
介
さ
れ

た
。

ま
た
、
発
達
栄
養
学
科
丸
谷

宣
子
教
授
か
ら
は
「
食
育
を
通

じ
て
こ
ど
も
の
成
長
を
語
る
―

欧
米
の
食
育
思
想
を
参
考
に
―
」

と
題
し
て
日
本
や
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、米
国
の
食
育
の
考
え
方
や
、

食
育
を
体
・
こ
こ
ろ
・
社
会
性

と
い
う
全
人
的
成
長
支
援
の
手

段
と
し
て
活
用
す
る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
考
え
方
が
紹
介
さ
れ

た
。

御堂筋本線（北御堂前）で演奏する吹奏楽部

１０
月
１６
日
、
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

相
愛
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
定
期
公
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
第
５０

回
目
の
記
念
す
べ
き
公

演
と
な
り
、
会
場
に
は

満
員
の
聴
衆
が
集
ま
り
、

入
場
制
限
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
ほ
ど
の
大
盛
況

ぶ
り
で
し
た
。
来
年
４

月
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演

に
む
け
、
大
変
す
ば
ら

し
い
演
奏
を
聴
か
せ
る
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
に
、
会
場
は
惜
し
み
な

い
拍
手
を
与
え
ま
し
た
。

相
愛
学
園
創
立

１
２
０
周
年
を
迎
え

る
来
年
度
を
軸
と
し

て
、
大
学
で
は
大
変

多
く
の
演
奏
会
や
講

座
が
催
さ
れ
ま
す
。

昨
今
来
場
者
数
も
増

加
し
、
い
ず
れ
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
も
華
や

か
な
雰
囲
気
の
も

と
、
す
ば
ら
し
い
音

楽
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
、
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
楽
し
み
で
す
。

学
生
た
ち
の
活
躍
も
目
覚
ま

し
く
、
音
楽
専
攻
科
声

楽
専
攻
在
学
中
の
阪
上

真
知
子
さ
ん
が
、
和
歌

山
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で

最
年
少
に
て
最
高
位（
１

位
な
し
の
２
位
）
に
入

賞
し
ま
し
た
。
ド
ニ
ゼ

ッ
テ
ィ
と
ト
ス
テ
ィ
の

作
品
を
本
選
で
歌
い
、

聴
衆
と
審
査
員
か
ら
高

い
評
価
を
う
け
ま
し
た
。

同
じ
く
音
楽
学
部
声

楽
専
攻
卒
業
生
の
斉
藤

智
美
さ
ん
が
、
ト
ス
テ
ィ
歌
曲

コ
ン
ク
ー
ル
・
ア
ジ
ア
予
選
フ

ァ
イ
ナ
ル
ま
で
最
年
少
で
選

ば
れ
ま
し
た
。
フ
ァ

イ
ナ
ル
で
は
、
ト
ス

テ
ィ
の
歌
曲
、
お
よ

び
日
本
歌
曲
を
歌

い
、
審
査
員
の
方
々

か
ら
将
来
を
高
く
期

待
さ
れ
る
演
奏
を
聴

か
せ
て
く
れ
ま
し

た
。ま

た
、
大
阪
芸
術

賞
特
別
賞
に
、
演
奏

家
と
し
て
も
活
躍
中

の
音
楽
学
部
工
藤
ま

ち
絵
（
小
栗
ま
ち
絵
）
教
授
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
と
�
ロ
ー
ソ
ン
が
大

阪
府
に
あ
る
管
理
栄
養
士
養
成

校
１０
校
と
連
携
・
協
働
し
た「
こ

ん
な
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
が
食
べ
た

い
�
」
学
生
コ
ン
テ
ス
ト
を
実

施
。
応
募
総
数
は
１
４
３
作
品

（
参
加
学
生
人
数
２
７
１
人
）

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

厳
正
な
る
審
査
を
勝
ち
抜
き
、

本
学
人
間
発
達
学
部
２
回
生
、

藤
田
今
日
子
さ
ん
の
「
レ
モ
ン

と
ハ
ー
ブ
の
さ
わ
や
か
弁
当
」

が
大
阪
府
知
事
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
受
賞
作
品
は
、
シ
リ
ー

ズ
で
商
品
化
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
近
畿
２
府
４
県
と
三
重
県

名
張
地
区
を
含
む
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
「
ロ
ー
ソ
ン
」
約

１
８
６
０
店
舗
で
１１
月
１３
日

（
火
）
か
ら
３
週
間
、
販
売
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
受
賞
者
（
本
学
関

係
の
み
）

▽
社
団
法
人
大
阪
府
栄
養
士

会
会
長
賞
「
舌
で
感
じ
る
秋
の

味
覚
弁
当
」
同
学
部
２
回
生
、

大
林
靖
子
さ
ん
・
井
野
由
梨
さ

ん
▽
愛
情
い
っ
ぱ
い
ア
ピ
ー
ル

賞
「
田
舎
の
お
母
さ
ん
の
味

弁
当
」
同
学
部
１
回
生
、
山
本

歩
実
さ
ん
▽
１
年
生
で
よ
く

頑
張
っ
た
で
賞
「
あ
っ
さ
り
グ

リ
ー
ン
弁
当
」
同
学
部
１
回

生
、
富
士
真
千
子
さ
ん
・
長
友

悠
さ
ん
・
蔦
田
詩
野
さ
ん

▽
野
菜
た
っ
ぷ
り
ネ
ー
ミ
ン

グ
賞
「
野
菜
色
彩
（
い
ろ
い

ろ
）
信
号
弁
当
」
同
学
部
１
回

生
、
清
水
香
名
さ
ん
・
阪
口

智
美
さ
ん
▽
名
前
が
ス
ト
レ
ー

ト
で
賞
「
に
ん
じ
ん
弁
当
」
同

学
部
１
回
生
、
萩
原
あ
ゆ
み
さ

ん

藤
田
今
日
子
さ
ん

阪上真知子さん

斉藤智美さん

近畿中心、ローソン１８６０店舗で

�管理栄養士を目指す�
相愛大生が考案した弁当を発売�

昨
年
以
上
の
盛
り
上
が
り

２
日
目
に
は
特
別
講
演
会
も

岩
堂
美
智
子
教
授
・
丸
谷
宣
子
教
授

大盛況の定期公演
惜しみない拍手

在校生・卒業生とも

目覚ましい活躍

2007年12月5日3
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新
井
教
授
が
初
め
て
行
っ
た
外
国

は
イ
ン
ド
で
し
た
。
大
阪
外
大
の
願

書
に
書
き
込
ん
で
い
た
志
望
学
科
名

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
」
の
う
ち
の
「
ネ

シ
ア
」
を
提
出
直
前
に
消
し
、「
イ
ン

ド
語
」
に
変
え
て
受
験
し
た
の
が
そ

も
そ
も
の
ス
タ
ー
ト
。
外
大
を
卒
業

後
、
イ
ン
ド
と
ハ
ワ
イ
で
大
学
院
を

終
え
、
イ
ン
ド
史
研
究
で
博
士
号
を

取
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
は
歴
史
学
の
分
野
で
職
を

求
め
る
道
も
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、

そ
れ
に
疑
問
を
感
じ
て
帰
国
。
こ
ん

ど
は
龍
谷
大
学
の
大
学
院
へ
入
り
ま

す
。
ハ
ワ
イ
大
学
在
学
中
に
出
会
っ

た
親
鸞
の
教
え
に
強
く
ひ
か
れ
た
た

め
で
す
。

「
極
貧
の
中
で
育
て
て
く
れ
た
親
を

な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
た
こ
と
に
罪

の
意
識
を
強
く
持
っ
て
い
ま
し
た
。

罪
を
犯
し
な
が
ら
生
き
る
し
か
な
い

者
を
阿
弥
陀
さ
ん
が
救
っ
て
く
だ
さ

る
、
と
い
う
浄
土
真
宗
の
教
え
が
、

知
識
ば
か
り
に
頼
っ
て
行
き
詰
っ
て

い
た
私
の
身
に
染
み
ま
し
た
」。

思
い
が
け
な
い
御
縁
で
相
愛
に
奉

職
し
、
英
語
・
英
米
文
化
を
教
え
て

１９
年
目
。
以
前
担
当
し
て
い
た
ゼ
ミ

で
は
「
戦
争
と
平
和
」
を
テ
ー
マ
に

し
て
い
ま
し
た
。

「
伝
え
た
い
の
は
学
問
へ
の
態
度

で
す
。
分
野
は
ち
が
っ
て
い
て
も
、

学
問
へ
の
態
度
は
共
通
し
て
い
ま
す
。

遅
刻
・
欠
席
は
し
な
い
。
宿
題
を
き

ち
ん
と
や
る
。
自
分
の
人
生
を
真
剣

に
考
え
、
今
や
る
べ
き
こ
と
を
き
っ

ち
り
こ
な
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

せ
っ
か
く
の
４
年
間
が
も
っ
た
い
な

い
。
数
日
前
に
、
学
問
の
仕
方
を
私

か
ら
学
ん
だ
、
と
卒
業
生
か
ら
メ
ー

ル
が
来
ま
し
た
。
こ
ん
な
う
れ
し
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

大
学
で
は
宗
教
部
長
も
務
め
て
い

ま
す
。
親
鸞
の
教
え
を
解
説
し
た
著

書
『
講
読

歎
異
抄
』
が
英
語
版
と

な
っ
て
ア
メ
リ
カ
で
出
版
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。「
今
後
は
も
っ
と

浄
土
真
宗
の
教
え
を
英
語
で
世
界
に

発
信
し
て
い
き
た
い
。
今
年
か
ら
始

め
た
ブ
ロ
グ
も
日
本
語
と
英
語
で
書

い
て
い
ま
す
」。

短
い
英
文
を
読
み
文
法
を
復

習
し
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
英

語
の
エ
ッ
セ
ー
を
書
く
授
業
。

容
赦
な
く
間
違
い
を
指
摘
さ
れ

て
、
な
ん
だ
か
取
っ
付
き
に
く

い
。
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
た
先

生
と
い
つ
の
ま
に
か
よ
く
話
す

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
英

米
文
化
学
科
１
回
生
の
戸
崎
絢

子
さ
ん
は
、
新
井
俊
一
教
授
の

担
当
す
る
「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」

を
履
修
し
て
い
ま
す
。

「
嫌
い
。し
ゃ
べ
れ
な
く
て
い

い
」と
思
っ
て
い
た
英
語
を
専
攻

す
る
こ
と
に
し
た
の
は
、父
に
連

れ
ら
れ
何
度
も
出
か
け
た
外
国

旅
行
の
お
か
げ
。イ
ン
ド
を
皮
切

り
に
、
モ
ン
ゴ
ル
や
ト
ル
コ
な

ど
に
行
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
た
ラ
オ
ス
で
は
と
く
に
、

地
元
の
人
た
ち
と
仲
良
し
に
。

「
日
本
で
は
あ
り
え
な
い
こ

と
が
普
通
に
あ
る
。
生
活
習
慣

も
さ
ま
ざ
ま
。
そ
ん
な
外
国
の

人
た
ち
や
文
化
を
も
っ
と
分
か

り
た
い
。
嫌
い
だ
っ
た
は
ず
の

英
語
の
勉
強
が
こ
の
ご
ろ
面
白

く
な
っ
て
き
ま
し
た
」

相
愛
大
学
音
楽
学
部
・
相
愛
高
校
音

楽
科
・
相
愛
音
楽
教
室
の
学
生
・
生
徒

で
編
成
す
る
相
愛
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
第

５０
回
定
期
演
奏
会
が
１０
月
１６
日
、
大
阪

市
の
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
ま
し
た
。
１５
人
の
メ
ン
バ
ー
で
出

発
し
て
す
で
に
半
世
紀
。
４
組
編
成
・

総
勢
約
３
０
０
人
へ
と
大
き
く
成
長
し

た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
過
去
・
現
在
・
未

来
を
、
演
奏
会
前
日
に
話
し
合
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

佐
藤

い
よ
い
よ
演
奏
会
で

す
。
ま
じ
め
で
あ
り
な
が
ら
、

と
ぼ
け
た
と
こ
ろ
も
あ
る
相
愛

の
カ
ラ
ー
を
出
し
な
が
ら
演
奏

し
た
い
。

田
中

ま
だ
勉
強
中
の
学
生

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
す
。
み
ん
な

を
ま
と
め
る
の
が
大
変
で
し
た
。

た
だ
、
い
い
も
の
を
つ
く
り
た

い
と
い
う
気
持
ち
は
み
ん
な
同

じ
。
互
い
に
信
じ
あ
っ
て
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

小
栗

５０
回
の
節
目
だ
し
、

来
年
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演
が
あ

り
ま
す
。
山
あ
り
谷
あ
り
で
し

た
が
、
大
き
な
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

に
真
剣
に
向
か
う
気
持
ち
が
強

い
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

先
生
の
指
導
を
素
直
に
吸
収
し

て
最
高
の
も
の
を
出
そ
う
と
し

て
い
る
。
す
て
き
な
学
生
た
ち

で
す
。

岸
邉

高
１
か
ら
大
４
ま
で

七
歳
の
開
き
が
あ
る
の
で
最
初

は
ど
う
な
る
か
と
思
っ
た
の
で

す
が
、
だ
ん
だ
ん
ま
と
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
熱
心
な
尾
高
先
生

に
よ
く
つ
い
て
い
っ
て
い
ま
す
。

明
日
の
演
奏
会
は
成
功
間
違
い

な
し
。

尾
高

私
が
加
わ
っ
た
夏
の

合
宿
の
時
点
で
、
す
で
に
相
当

よ
く
で
き
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
の
練
習
で
、
プ
ロ
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
で
も
め
っ
た
に
で
き

な
い
深
い
と
こ
ろ
ま
で
み
ん
な

曲
を
知
っ
て
き
て
い
る
。
一
つ

の
家
族
み
た
い
に
な
っ
て
、
み

ん
な
が
曲
に
寄
せ
る
愛
情
は
、

プ
ロ
も
顔
負
け
で
す
。
音
の
面

で
も
、
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

は
思
え
な
い
瞬
間
が
い
く
つ
も

あ
り
ま
す
。
み
ん
な
の
明
る
さ

が
そ
れ
を
支
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
だ
け
の
こ
と
を
み
ん
な
で
半

年
や
っ
た
こ
と
は
美
し
い
し
、

そ
れ
を
み
な
さ
ん
が
感
じ
て
く

だ
さ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

田
中

楽
譜
を
も
ら
っ
た
の

が
４
月
。「
よ
っ
し
ゃ
、や
る
ぞ
」

と
思
い
ま
し
た
。
音
が
た
く
さ

ん
あ
る
曲
な
の
で
道
の
り
は
長

い
だ
ろ
う
と
予
想
し
ま
し
た
が
、

言
わ
れ
た
か
ら
す
る
と
い
う
の

で
は
な
く
、
み
ん
な
で
つ
く
り

あ
げ
よ
う
と
今
日
ま
で
来
ま
し

た
。
私
た
ち
に
で
き
る
す
べ
て

を
明
日
は
や
り
た
い
。

佐
藤

私
は
、「
吹
く
と
こ
ろ

が
多
す
ぎ
て
最
後
ま
で
も
つ
か

な
？
」
と
心
配
し
ま
し
た
。
で

も
始
ま
っ
て
み
る
と
、
他
の
パ

ー
ト
と
一
緒
に
練
習
す
る
の
が

楽
し
み
で
…
…
。

小
栗

音
楽
的
に
も
組
織
的

に
も
ふ
た
り
は
大
役
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー

に
ふ
た
り
を
選
出
し
た
学
生
た

ち
は
人
間
を
よ
く
見
て
い
ま

す
。

小
栗

第
１
回
の
定
期
演
奏

会
に
小
５
の
こ
ろ
出
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
短
大
生
、
さ
ら
に

先
生
ま
で
一
緒
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
で
、
と
っ
て
も
楽
し
く
、
中

３
ま
で
い
ま
し
た
。
留
学
や
海

外
で
の
演
奏
活
動
を
終
え
て
８６

年
に
帰
国
し
た
時
に
は
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
が
四
つ
、
総
メ
ン
バ
ー

数
が
３
０
０
人
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
小
さ
な
種
子
か
ら
半
世

紀
で
育
っ
た
の
で
す
。

岸
邉

私
自
身
は
相
愛
と
の

つ
な
が
り
は
ま
だ
５
年
未
満
。

他
か
ら
来
て
分
か
っ
た
こ
こ
の

特
色
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
と

て
も
大
事
だ
と
教
職
員
み
ん
な

が
強
く
思
っ
て
い
る
こ
と
。
尾

高
さ
ん
に
し
て
も
ほ
か
の
先
生

方
に
し
て
も
、
学
生
時
代
か
ら

ず
っ
と
面
倒
を
見
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
。
５０
年
か
け
て
み
ん
な

が
一
生
懸
命
や
っ
て
き
た
こ
と

が
音
に
出
な
い
わ
け
が
な
い
。

明
日
は
そ
の
音
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

尾
高

桐
朋
学
園
大
学
（
東

京
）
の
学
生
の
こ
ろ
か
ら
相
愛

に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
急
病

の
斎
藤
秀
雄
先
生
に
代
わ
っ
て

タ
ク
ト
を
振
る
こ
と
に
な
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。「
ま
ず

は
、
一
人
一
人
し
っ
か
り
音
を

出
し
て
ひ
き
な
さ
い
」
と
い
う

の
が
斎
藤
先
生
の
メ
ソ
ッ
ド
で

す
。
そ
の
う
ち
、
本
当
に
細
か

く
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
教
え
て
く

だ
さ
る
。
分
奏
す
る
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
先
生
が
付
き
っ
き
り
で

す
。
桐
朋
が
や
め
た
今
は
、
斎

藤
メ
ソ
ッ
ド
を
受
け
継
ぐ
の
は

相
愛
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
相
愛
が
ど
ん
ど
ん
よ
く
な
っ

て
い
る
。
斎
藤
先
生
の
ま
か
れ

た
種
が
開
花
し
て
い
る
素
晴
ら

し
い
学
校
で
す
。

難
し
く
て
体
力
も
い
る
ラ
フ

マ
ニ
ノ
フ
の
作
品
を
今
回
の
演

目
と
す
る
か
ど
う
か
、
冒
険
で

は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
い

い
演
奏
が
続
い
て
い
る
の
で
、

枠
を
ひ
と
つ
越
え
た
と
こ
ろ
に

行
け
る
の
で
は
な
い
か
と
提
案

し
ま
し
た
。
学
生
の
可
能
性
は

ほ
ん
と
に
す
ご
い
。
お
と
と
い

よ
り
も
今
日
の
ほ
う
が
ま
た
い

い
演
奏
に
な
り
ま
し
た
。
学
生

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
だ
か
ら
こ
ん
な

も
の
と
思
っ
た
と
た
ん
、
だ
め

に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
プ
ロ

に
も
し
な
い
よ
う
な
注
文
を
し

て
い
ま
す
。
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の

２
番
を
演
奏
し
た
と
い
う
経
験

は
、
後
々
、
必
ず
も
の
を
言
う

と
思
い
ま
す
。

田
中

積
極
的
に
演
奏
す
る

人
が
４
年
間
で
増
え
た
と
私
は

感
じ
て
い
ま
す
。
い
い
意
味
で

刺
激
し
合
っ
て
い
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
あ
れ
だ
け
の
難
し
い
曲

を
与
え
て
も
ら
え
た
の
で
し
ょ

う
。佐

藤

管
楽
器
は
そ
れ
が
ち

ょ
っ
と
足
り
ま
せ
ん
。
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
に
対
す
る
一
人
一
人
の

思
い
が
も
っ
と
あ
ふ
れ
る
と
い

い
の
で
す
が
…
…
。

岸
邉

で
も
、
４
年
前
に
来

た
時
に
は
、「
弦
」
に
比
べ
て
ち

ょ
っ
と
弱
か
っ
た「
管
」が
年
々

し
っ
か
り
し
て
き
ま
し
た
。
あ

ぐ
ら
を
か
い
て
い
る
と
「
弦
も

し
っ
か
り
し
ろ
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
よ
。

小
栗

学
園
創
立
１
２
０
周

年
を
記
念
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公

演
が
来
年
４
月
に
待
っ
て
い
ま

す
。
卒
業
後
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
今
の
４
回
生
も
行

き
ま
す
。
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ

（
ド
イ
ツ
）
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
（
ポ

ー
ラ
ン
ド
）
・
ミ
ラ
ノ
（
イ
タ

リ
ア
）
の
３
都
市
で
の
演
奏
で

す
。
す
ご
く
貴
重
な
大
き
な
経

験
で
、
こ
れ
か
ら
の
音
楽
人
生

の
基
盤
に
な
る
は
ず
で
す
。

岸
邉

き
っ
と
変
わ
り
ま
す
。

か
つ
て
勤
め
て
い
た
大
学
で
も

海
外
公
演
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
海
外
公
演
で
、
み
ん
な
カ
ル

チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
様

子
で
し
た
。
素
晴
ら
し
い
聴
衆

の
前
で
演
奏
す
る
こ
と
で
、「
も

っ
と
勉
強
し
な
く
て
は
」
と
い

う
意
欲
が
出
て
き
ま
す
。
積
極

的
に
海
外
へ
出
る
人
も
増
え
ま

し
た
。

尾
高

学
生
に
限
ら
ず
日
本

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
外
国
に
行

か
な
く
て
は
。
イ
タ
リ
ア
で
も

ド
イ
ツ
で
も
日
本
と
違
う
反
応

が
あ
り
ま
す
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
と
っ
て
そ
れ
以
上
の
肥
や
し

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
る
で
音
が

変
わ
り
ま
す
。
聴
衆
が
熱
狂
し

た
韓
国
か
ら
博
多
に
移
動
し
た

ら
、
韓
国
で
の
体
験
が
生
き
て

そ
れ
は
も
う
積
極
的
な
演
奏
に

な
り
、
び
っ
く
り
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
プ
ロ
で
も
そ
う
で

す
か
ら
、
学
生
は
な
お
さ
ら
で

す
。７９

日
間
の
無
茶
苦
茶
な
演
奏

旅
行
を
学
生
時
代
に
し
ま
し
た
。

つ
ら
い
思
い
も
あ
っ
た
は
ず
で

す
が
、
い
ま
覚
え
て
い
る
の
は

聴
衆
の
感
動
だ
け
。
現
地
の
空

気
に
身
を
置
く
こ
と
が
と
て
も

大
事
で
す
。

佐
藤

初
め
て
の
外
国
で
ど

ん
な
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
る
か
、
自
分
や
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
変
化
が
楽
し
み
で

す
。田

中

今
度
行
く
ワ
ル
シ
ャ

ワ
の
演
奏
会
場
で
、
去
年
の
夏

に
講
習
を
受
け
ま
し
た
。
修
了

演
奏
会
の
舞
台
に
上
が
っ
た
と

た
ん
、
お
客
さ
ん
の
温
か
さ
を

感
じ
、
い
ず
れ
留
学
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
１
年
か
け
て
み

ん
な
で
つ
く
っ
た
曲
を
み
ん
な

で
演
奏
す
る
と
ど
う
な
る
の
か
、

す
ご
く
楽
し
み
で
す
。

日
本
経
済
の
緩
や
か
な
景
気

拡
大
の
中
、
企
業
の
採
用
環
境

は
、「
売
り
手
市
場
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
採
用
基
準
に
つ
い
て

も
、
厳
選
か
ら
や
や
軟
化
傾
向

が
み
ら
れ
ま
す
が
、
全
て
が
そ

れ
に
あ
て
は
ま
る
も
の
で
は
な

く
、
就
職
活
動
に
入
る
前
の
段

階
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
就
職

意
識
、
マ
ナ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
、
基
礎
学
力
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。

就
職
課
で
は
、２
回
生
よ
り
、

基
礎
学
力
養
成
講
座
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
講
座
を
行
っ
て
、
ま

ず
就
職
活
動
の
準
備
に
入
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
３
回
生
か
ら

は
５
月
よ
り
翌
年
の
２
月
ま
で
、

自
己
分
析
、
企
業
研
究
、
筆
記

試
験
対
策
、
面
接
試
験
対
策
の

四
つ
を
柱
と
し
て
、
キ
ャ
ン
パ

ス
タ
イ
ム
の
時
間
帯
を
中
心
に

以
下
の
八
つ
の
支
援
行
事
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。
�
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
�
就
職
適
性
検
査
�
グ

ル
ー
プ
面
接
・
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
�
内
定
者
懇
談

会
�
各
種
模
擬
試
験
の
実
施
	

筆
記
試
験
対
策
講
座


業
界
研

究
�
個
人
面
談
、
そ
の
他
に
も

履
歴
書
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

の
書
き
方
等
個
人
指
導
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。

４
回
生
に
つ
い
て
は
、
就
職

活
動
中
に
お
い
て
も
、
個
人
相

談
、
面
接
練
習
等
の
個
人
指
導

に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
の
で
、

就
職
活
動
の
様
々
な
場
面
で
、

戸
惑
う
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
い
つ
で
も
気
軽
に
就
職
課

に
相
談
に
来
て
下
さ
い
。

学
生
事
務
部
就
職
課
長

山
口
肇

私
が
就
職
に
つ
い
て
意
識
し

始
め
た
の
は
３
回
生
の
夏
で
し

た
。
そ
れ
ま
で
、
就
職
に
つ
い

て
何
も
考
え
ず
楽
し
く
学
生
生

活
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
３

回
生
の
１０
月
に
、
就
職
課
が
主

催
さ
れ
て
い
る
説
明
会
に
参
加

し
、
そ
ろ
そ
ろ
就
職
活
動
を
始

め
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
、

自
己
分
析
を
す
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
た
。
自
己
分
析
は
今
ま

で
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の

で
、
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
就
職
サ
イ
ト
に

登
録
し
た
り
、
就
職
サ
イ
ト
が

主
催
さ
れ
て
い
る
合
同
説
明
会

に
参
加
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
自
分
は
何
が
し
た
い
の

か
分
析
で
き
て
い
な
か
っ
た
の

で
ど
の
職
種
に
し
よ
う
か
と
て

も
悩
み
ま
し
た
。

就
職
サ
イ
ト
も
興
味
を
も
っ

た
企
業
約
２０
社
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
て
、
説
明
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
説
明
会
に
参
加
し
自
分
に

合
う
な
と
思
い
、
面
接
や
グ
ル

ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
受

け
た
の
は
約
５
社
で
し
た
。
で

も
、
受
け
た
企
業
全
て
落
ち
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
３

回
生
の
３
月
で
、
何
社
も
落
ち

て
や
る
気
が
な
く
な
り
、
精
神

的
に
も
し
ん
ど
い
時
期
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
私
を
支

え
て
く
れ
た
の
は
友
達
で
し

た
。友

達
の
温
か
い
言
葉
に
励
ま

さ
れ
、
ま
た
が
ん
ば
っ
て
み
よ

う
と
思
い
５
月
か
ら
就
職
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
あ
る
日
就
職

課
か
ら
学
校
推
薦
の
話
を
聞
き
、

私
は
、
そ
の
企
業
に
興
味
が
あ

っ
た
の
で
受
け
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
筆
記
試
験
は
う
ま
く
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
面
接
で

は
自
分
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
、
第
一
生
命
保
険
相
互

会
社
の
一
般
職
と
し
て
内
定
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

就
職
活
動
を
す
る
に
あ
た
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
勉
強
さ
せ
て
も

ら
っ
た
面
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
最
後
ま
で
諦
め
ず
、
一
生

懸
命
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 尾高忠明さん

私
は
、
株
式
会
社

河
合
楽

器
製
作
所
に
、
内
定
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
が
、
こ
の
会
社

に
入
社
し
た
い
と
思
っ
た
経
緯

は
、
幼
い
頃
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習

っ
て
い
た
か
ら
で
す
。「
ピ
ア
ノ

の
面
白
さ
を
知
っ
て
い
る
だ
け

で
は
も
っ
た
い
な
い
。
こ
れ
を

誰
か
に
伝
え
た
い
」
と
、
強
く

思
っ
た
た
め
で
す
。

そ
こ
で
、
就
職
活
動
と
し
て

は
、
楽
器
店
を
中
心
に
、
エ
ン

ト
リ
ー
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

全
国
の
楽
器
店
を
調
べ
、
Ｈ
Ｐ

宛
て
に
採
用
を
お
願
い
す
る
、

電
子
メ
ー
ル
を
送
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
内
定
を
い
た
だ
く
ま

で
に
、
半
年
間
か
か
り
ま
し
た

が
、
み
な
さ
ん
も
自
分
自
身
で

決
め
た
道
で
あ
れ
ば
、
納
得
が

い
く
ま
で
、
就
職
活
動
を
や
り

続
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
私

は
こ
の
就
職
活
動
で
、
何
事
で

も
誠
意
を
も
っ
て
取
り
組
め
ば
、

必
ず
認
め
て
く
れ
る
人
が
い
る

と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
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指
揮
者

尾
高
忠
明
さ
ん

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
委
員
長

岸
邉
百
百
雄
教
授

演
奏
主
任

小
栗
ま
ち
絵
教
授

コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
・
弦
楽
器
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー

田
中
佑
子
さ
ん（
音
楽
学
部
４
回
生
・
バ
イ
オ
リ
ン
）

管
楽
器
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー

佐
藤
友
貴
さ
ん（
音
楽
学
部
４
回
生
・
ホ
ル
ン
）

相
愛
大
学
敬
愛
会
（
保
護
者
会
）
か
ら
本
学
音
楽
学
部
に
対

し
学
外
で
実
施
さ
れ
る
演
奏
会
へ
の
助
成
金
が
交
付
さ
れ
、
今

年
度
は
、
牧
野
葵
美
＆
西
村
奈
菜
バ
イ
オ
リ
ン
・
ビ
オ
ラ
リ
サ

イ
タ
ル
（
平
成
２０
年
１
月
１３
日
（
日
）
ム
ラ
マ
ツ
リ
サ
イ
タ
ル

ホ
ー
ル
）
と
西
川
千
紘
、
西
川
彩
乃
Ｄ
ｕ
ｏ
リ
サ
イ
タ
ル
（
平

成
２０
年
３
月
８
日
（
土
）
北
野
教
会
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

田中佑子さん

座
談
会

「
相
愛
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

過
去
・
現
在
・
未
来
」

内側から見た成長の半世紀

斎藤メソッドにはぐくまれた５０年の歩み

出席者

演奏会を明日に控えて

１５人から３００人へ

４月にヨーロッパ３都市で

岸邉百百雄教授

小栗まち絵教授

佐藤友貴さん

第
５０
回

定
期
演
奏
会

開
催

就
職
課
よ
り

イ
ン
ド
か
ら
ア
メ
リ
カ
、そ
し
て
日
本
へ
、

道
を
探
し
求
め
て
い
た
前
半
生

株
式
会
社
河
合
楽
器
製
作
所
内
定

■
イ
ン
ド
史
か
ら
真
宗
学
へ

平
成
１９
年
度
敬
愛
会
学
外
演
奏
会
助
成

■
伝
え
た
い
の
は
学
問
へ
の
態
度

●
就
職
内
定
者
体
験
発
表

第
一
生
命
保
険
相
互
会
社
内
定

■異文化や英語を学びたくて

人
文
学
部

人
間
心
理
学
科
４
回
生

宇
津
宮

陽
子

新
井

俊
一
教
授

人
文
学
部

英
米
文
化
学
科

人
文
学
部

現
代
社
会
学
科
４
回
生

山
添

祥
平
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「
着
物
姿
で
御
堂
筋
を
歩
い

て
み
よ
う
。
そ
し
て
、
歴
史
的

な
名
所
・
旧
跡
を
訪
ね
よ
う
」

と
い
う
試
み
で
実
施
さ
れ
て
き

た
高
校
３
年
生
対
象
の
、
秋
の

校
外
学
習
（
着
付
け
体
験
）
も

今
年
で
８
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。今

回
１１
月
２
日
（
金
）
の
参

加
者
は
１
４
７
人
で
し
た
。
当

日
は
好
天
気
に
恵
ま
れ
、
９
時

前
か
ら
始
ま
っ
た
着
付
け
は
、

十
数
人
の
着
付
け
の
先
生
の
指

導
の
も
と
、
例
年
よ
り
も
早
く

済
み
ま
し
た
。
着
付
け
の
先
生

か
ら
は
「
今
年
の
生
徒
の
集
中

力
や
態
度
は
す
ば
ら
し
い
」
と

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

着
付
け
後
は
、
早
め
の
昼
食
を

済
ま
せ
て
、
校
庭
で
ク
ラ
ス
写

真
を
撮
り
、
そ
の
後
、
北
御
堂

の
階
段
へ
移
動
し
て
の
全
体
写

真
で
す
。

こ
の
全
体
写
真
は
圧
巻
で
す
。

１
４
７
人
の
娘
達
が
、
色
と
り

ど
り
の
着
物
を
着
て
、
階
段
に

並
ぶ
姿
は
豪
華
絢
爛
で
し
た
。

撮
影
後
、
生
徒
達
は
数
人
ず
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
御
堂
筋

散
策
に
出
か
け
ま
す
。
そ
の
姿

は
優
美
で
、
青
春
を
謳
歌
し
て

い
る
よ
う
で
し
た
。ま
さ
に「
そ

の
子
二
十
櫛
に
な
が
る
る
黒
髪

の
お
ご
り
の
春
の
う
つ
く
し
き

か
な
」（
与
謝
野
晶
子
）
の
歌
そ

の
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
希
望
者
を
対
象
に
し

た「
御
堂
筋
沿
道
の
企
業
訪
問
」

も
行
な
わ
れ
、
貴
重
な
社
会
体

験
も
し
ま
し
た
。
着
物
姿
で
の

企
業
訪
問
は
「
御
堂
筋
Ａ
Ｕ
Ｔ

Ｕ
Ｍ
Ｎ

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
」

（
御
堂
筋
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
主
催
）
の
イ
ベ
ン
ト
の

一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
参
加
者

３５
人
は
１２
組
に
分
か
れ
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
す
る
�
竹
中

工
務
店
、
大
阪
ガ
ス
�
、
京
阪

神
不
動
産
�
、
あ
い
お
い
損
保

�
の
４
社
を
随
時
訪
問
し
ま
し

た
。
竹
中
工
務
店
を
訪
問
し
た

河
田
亜
希
さ
ん
ら
は
、
同
社
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
発
推
進
本
部
・

藤
川
敏
行
課
長
代
理
か
ら
、
同

社
の
実
績
や
御
堂
筋
を
ひ
と
駅

歩
け
る
よ
う
な
街
に
し
た
い
と

聞
き
、
お
茶
の
接
待
を
受
け
ま

し
た
。

長
谷
川
裕
加
さ
ん
は
「
ユ
ニ

ー
ク
な
建
物
は
ど
う
い
う
発
想

で
出
来
る
の
で
す
か
？
」
と
い

う
質
問
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
な
が
ら
、
何
が
一
番

ベ
ス
ト
か
を
見
つ
け
な
が
ら
、

多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
考
え
を

引
き
出
し
あ
っ
て
、
作
り
上
げ

ま
す
。」と
深
み
の
あ
る
答
え
を

引
き
出
し
て
い
ま
し
た
。

訪
問
を
終
え
た
引
野
加
奈
子

さ
ん
は
「
最
初
、
私
た
ち
は
場

違
い
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し

て
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、

思
っ
て
い
た
よ
り
よ
か
っ
た
で

す
。
御
堂
筋
に
つ
い
て
み
ん
な

に
伝
え
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

６月１６日（土）、前日までのぐずついた
天気が嘘のような晴天のもと相愛中学・
高校の体育祭が行われました。今年は赤、
白、青の３チームに別れて競技が行われ
ました。
競技は１００�走や組別対抗リレーなどの
トラック競技、飴食い競争や台風の目、
玉入れなどのフィールド競技などを行い
ました。新しい種目として、各学年が一
斉に跳ぶ大縄跳びが行われました。高３
の先輩のかけ声のもと、中１から高３ま
で一致団結し、なかなか勝敗の決まらな
い接戦となりました。
また、最後に行われた毎年恒例の高３
ダンスでは、各クラスの取り組んだ成果
が現れ、大きな拍手を浴びていました。
数多くの方にご来場いただき、誠にあ
りがとうございました。

Ｑ

家
庭
科
の
先
生
に
な
ろ
う
と
さ
れ
た
の
は
い
つ
頃

で
す
か
？

ま
た
そ
の
き
っ
か
け
を
教
え
て
下
さ

い
。

Ａ

中
学
時
代
の
家
庭
科
の
先
生
の
影
響
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
先
生
の
授
業
は
、
と
て
も
緊
張
す
る
も
の
で
し
た

が
、
そ
の
厳
し
さ
の
中
に
物
を
作
り
上
げ
て
い
く
喜
び

や
達
成
感
が
あ
り
、
家
庭
科
と
い
う
教
科
に
非
常
に
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。

Ｑ

先
生
は
ス
キ
ー
が
と
て
も
お
上
手
だ
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、
そ
の
魅
力
や
上
手
く
な
る
秘
訣
な
ど
を
教
え

て
下
さ
い
。

Ａ

ち
ょ
っ
と
無
理
か
な
と
い
う
斜
面
や
こ
ぶ
を
滑
り

こ
な
し
た
時
の
爽
快
感
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
に
上
手

に
滑
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
北
海
道
出
身
で
、
冬
に
な
る

と
ス
キ
ー
は
小
学
校
の
体
育
の
授
業
や
外
遊
び
で
も
ス

キ
ー
を
す
る
な
ど
生
活
の
一
部
で
し
た
。
だ
か
ら
、
自

然
に
体
で
覚
え
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

Ｑ

先
生
は
ど
の
よ
う
な
中
学
、
高
校
時
代
を
過
ご
さ

れ
ま
し
た
か
？

Ａ

中
学
時
代
は
ス
キ
ー
部
に
所
属
し
、
ク
ラ
ブ
と
勉

強
の
両
立
が
で
き
ま
し
た
。
高
校
時
代
は
高
２
で
文
系

と
理
系
の
選
択
を
誤
り
、
特
に
理
科
の
物
理
で
は
赤
点

を
取
ら
な
い
よ
う
に
必
死
で
し
た
。
ま
ぁ
、
何
と
か
卒

業
で
き
ま
し
た
が
。

Ｑ

ス
キ
ー
以
外
の
ご
趣
味
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
す
ね
。
テ
ニ
ス
を
少

し
だ
け
。
た
だ
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
腕
の
調
子
が
悪
く
、

で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
。

今年度の文化祭は、１０月７日（日）に行いました。今年も、各クラス・クラブなどが、よく考え、独自に趣向を凝らした発
表をしました。
特に今年は、講堂がリニューアルされ、生徒たちは広く新しくなった舞台で、のびのびとした演技やすばらしい歌声を聞か
せてくれました。また、ステージ発表に加え、校庭では、保護者の方々による模擬店も大盛況でした。
今年度も、数多くの保護者の方々や卒業生などにご来場いただき、生徒たちの元気な姿を見てもらえたことと思います。誠
にありがとうございました。

ス
キ
ー
は
生
活
の
一
部
で
し
た

沿
道
４
社
の
企
業
訪
問
も
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本年度の修学旅行は、５月７日（月）から１０日（木）まで、天候に
も恵まれ、無事４日間の行程をこなすことができました。
１日目は、関西国際空港から沖縄本島へ移動し、まずは美ら海水族

館へ向かいました。かなり移動距離がありましたが、大変見ごたえの
ある水族館で、滞在した１時間ほどでは到底足りないと感じるほどで
した。その後、那覇市内へ戻り、パシフィックホテルに宿泊しました。
夕食は、琉球料理のコースで、初めて食べるものもあり、楽しみなが
らの食事となりました。
２日目は首里城へ向かいました。有名な守礼の門や、その外壁の赤

色が大変印象的な正殿を見学しました。その後、ひめゆりの塔へ向か
い、戦争の悲惨さを勉強しました。生徒たちは、資料館内の手記を読
み、それぞれいろいろなことを感じ、良い機会になったのではないか
と思います。午後には、宮古島へ出発し、エメラルドグリーンの海に
歓声を上げました。ホテルも東急リゾートでしたので、南の島のリゾ
ート気分も味わえたことと思います。
３日目は、宮古島の景勝地を回り、宮古島の自然を満喫しました。

午後からは、マリンスポーツも行い、透明度の高い海で、シュノーケ
リングや、シーカヤックを体験しました。透明度の高い海や、さまざ
まな色をした魚との出会いは、一生忘れないことでしょう。
最終日は移動日で、夕方には無事、伊丹空港まで帰阪しました。大

きな怪我や病気もなく、無事に帰ってこられたこと、天候にも恵まれ、
大阪では見られない自然を通じた貴重な体験ができたことを、学年一
同うれしく思っております。

４月２７日（金）、２８日（土）の日程で、舞洲野外
活動センターにて実施しました。２日間、天候に
も恵まれ、無事に終えることができました。
１日目は、朝１０時に本町通りより２台のバスに

乗って出発し予定通りに到着しました。開校式後、
芝生の公園で弁当を食べ、ウォークラリーを班ご
とで楽しみました。その後、各部屋へ移動、入浴、
夕食と順調に予定をこなし、夜のミーティングで
は、図師教頭先生より「規則を守って行動するこ
との大切さについて」の話をしていただきました。
２日目は、体操、礼拝、海岸まで散歩をしてか

ら朝食をとり、レザークラフト作りと飯盒を使っ
たケーキ作りをインストラクターの指導により楽
しく出来ました。昼食のバーベキューをしっかり
と食べて閉校式を行い、予定通り午後１時３０分に
無事に到着しました。
中学に入学して間もないこの時期に大変貴重な

体験ができたのではないかと思います。
仲のいい友人が何人もでき、充実した中学校生

活のきっかけになる事を願っております。

本来は７月に実施していました
中２サマースクールですが、台風
接近のため９月に延期され、９月
３日（月）から５日（水）までの
２泊３日の日程で、岐阜県郡上高
原において実施しました。
１日目は、開校式後のキャンプ
ファイヤーで披露する創作ダンス
の練習をし、午後７時よりキャン
プファイヤーを行いました。みん
なで炎を囲んで盛り上がり、みん
なの心に良い思い出となったこと
と思います。
２日目は、各クラス班ごとに別
れて午前中は飯盒炊さん、午後か
らは自然の山道を歩くオリエンテ
ーリングを実施しました。お互い
に協力し合い、励まし合って楽し
い時を過ごしました。
３日目は、朝のホテル周辺の散
歩後、手打ちうどん作りを体験しました。最初は戸惑いもありましたが、ここでもお互いに協力
し合って、おいしい手打ちうどんができました。閉校式後、バスに乗車し、予定通りの時間に無
事、学校に到着することができました。
長い夏休みの後すぐに実施されるため、生徒たちの体調や、規律を守り規則正しい生活ができ
るかなど心配事は多々ありましたが、天候にも恵まれ、サマースクールの間、生徒達は集合時間
に少し遅れ注意を受けたこともありましたが、全体的にはよく規律を守り、すべての活動を無事
にやり遂げてくれました。
生徒達はこのサマースクールを通して、たくさんの貴重な経験をしたことと思います。ぜひこ
れからの学校生活に活かして行ってほしいと願っております。

平成１９年度高２修学旅行は、９月２日（日）から６日（木）までの
４泊５日で実施しました。
昭和新山、有珠山・西山火口の見学で火山の迫力に驚き、尻別川の

ラフティングでは、いくつものボートから大きな歓
声が聞こえ、都会では経験できない大自然に溶け込
んだ体験学習が出来ました。その他にも、アイスク
リームやジャム作り、小樽・札幌での自主研修、フ
ァーム富田、美瑛の丘、ノーザンホースパークなど、
生徒たちの嬉しそうな笑顔が多く見られ、たいへん
有意義な時間を過ごしました。
また、今年から旭山動物園見学が新しく旅行コー

スに登場しました。園内はさすがによく工夫がされ
ており、動物を一風変わった目線で観察するという
ことを、生徒たちも随分と楽しんだようでした。
天候にも恵まれ、北海道を満喫することが出来、

一人の病人も出すことなく全員無事に修学旅行を楽
しく過ごせた事に感謝します。

高校１年生は４月２７日（金）、２８日（土）の日程で一泊研修旅行
を行いました。
１日目の朝は、近江八幡の町並みを散策し、ボランティアのガ
イドさんとともに歴史ある風景に触れました。その後、近江八幡
休暇村に到着し、晴天の中、開校式を行いました。昼からは凧作
りをしました。いろいろなデザインの個性豊かな作品ができまし
た。その凧を湖畔沿いにて凧揚げし、班対抗のボールころがしを
しました。生徒たちの笑顔がとてもまぶしい初日でした。
２日目は、陶芸ろくろを体験しました。陶芸の先生はとても簡
単に作っているのに、実際にやってみると、とても難しく、悪戦
苦闘していました。苦労して作った作品の出来はどうだったでし
ょうか？
今回の研修を通して、団体生活のあり方を学び、クラスでの人
間関係も深まったと思います。生徒たちは、今後の校外活動でも
十分に期待できる素晴らしい態度で一泊研修を終えました。冬季
集団生活、修学旅行なども期待しています。 英語コミュニケーションコースの高校２年生は、７月２２日（日）

から８月２５日（土）までの５週間、イギリス・ケンブリッジのガー
トン校にて英語研修を行いました。最初の１週間は寮に滞在し、そ
の後ホームステイを体験しました。
平日は午前９時から午後３時まで授業を受け、放課後にはスポー

ツ、市内観光などの活動を楽しみました。土曜日は終日観光でロン
ドンやオックスフォードなどの大きい街を訪ね、日曜日の午後には
近隣の町や村を訪ねました。大英博物館やウィンザー城を見学した
り、ミュージカルを鑑賞したりと、様々な活動が盛りだくさんだっ
たように思います。
その５週間の間、生徒たちはいろいろなことに悩んで、考えて、

それを乗り越えてきました。英語を学ぶだけでなく、ホームステイ
することで、それ以上のことを学んだように思います。それぞれの
生徒にとって、実りある研修だったと思われます。彼女たちの日々
の活動はホームページにも記載されておりますので、是非ご覧になっ
てください。

マリンスポーツ楽しむ

北海道の大自然満喫

ホームステイで実り多く

手打ちうどんも体験

団体生活を学ぶ

友人たくさんできた
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相�愛�人相�愛�人
■
関
西
フ
ィ
ル
演
奏
会
で
ソ
ロ

故
羽
田
健
太
郎
さ
ん
と
共
演

関
西
フ
ィ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト

で
ソ
リ
ス
ト
を
務
め
た
の
は
高

１
の
時
。
軽
妙
な
お
し
ゃ
べ
り

も
魅
力
だ
っ
た
ピ
ア
ノ
の
羽
田

健
太
郎
さ
ん
と
の
共
演
で
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
高
校
部
門
２
位

に
入
賞
し
た
全
日
本
学
生
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
（
略
称
�
学
生
音

コ
ン
）
大
阪
本
選
。
演
奏
を
聴

い
た
関
西
フ
ィ
ル
の
指
揮
者
・

藤
岡
幸
夫
さ
ん
に
見
出
さ
れ
ま

し
た
。

あ
こ
が
れ
て
い
た
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
が
課
題
曲
と
な
っ
た

高
２
の
時
の
学
生
音
コ
ン
に
も

挑
戦
。
大
阪
本
選
で
部

門
１
位
、
全
国
大
会
第

３
位
に
な
り
ま
し
た
。

高
３
で
は
、
大
阪
国
際

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
高

校
部
門
２
位
。
京
都
芸

術
祭
で
も
演
奏
し
ま
し

た
。

■
朝
練
で
１
日
が
ス
タ

ー
ト「

見
学
に
行
っ
て
み

な
い
？
」
と
近
所
の
お

母
さ
ん
に
誘
わ
れ
、
母

に
連
れ
て
行
か
れ
た
バ

イ
オ
リ
ン
教
室
に
通
い

始
め
た
の
が
２
歳
の
時
。

い
ち
ば
ん
小
さ
な
「
１６

分
の
１
」
サ
イ
ズ
の
バ

イ
オ
リ
ン
を
買
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
レ
ッ
ス

ン
に
泣
い
た
記
憶
は
あ

り
ま
す
が
、「
も
う
や
め

よ
う
」
と
思
っ
た
こ
と

は
こ
れ
ま
で
一
度
も
あ
り
ま
せ

ん
。
と
き
ど
き
教
わ
っ
て
い
た

相
愛
大
学
の
小
栗
ま
ち
絵
教
授

か
ら
本
格
的
な
指
導
を
受
け
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
高
校
に
進

学
し
て
か
ら
で
す
。

起
床
は
５
時
４５
分
。
学
校
の

練
習
室
か
自
宅
で
授
業
前
に
練

習
す
る
の
が
日
課
。
先
生
に
よ

る
個
人
レ
ッ
ス
ン
は
週
１
回
の

ペ
ー
ス
で
す
が
、
コ
ン
ク
ー
ル

や
演
奏
会
の
前
は
２
回
に
も
３

回
に
も
な
り
ま
す
。「
音
楽
的
に

も
人
間
的
に
も
温
か
い
小
栗
先

生
か
ら
愛
情
い
っ
ぱ
い
に
教
わ

っ
て
い
ま
す
」

■
頭
を
使
う
演
奏
を
目
指
す

ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大
学
の

教
授
陣
が
指
導
す
る
国

際
講
習
会
に
参
加
し
た

ら
視
野
が
広
が
り
ま
し

た
。「
曲
の
時
代
背
景
を

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
先
生

か
ら
教
え
て
い
た
だ
い

て
、
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ

の
世
界
に
す
っ
と
入
れ

た
の
で
す
」

相
愛
高
校
卒
業
後
は

相
愛
大
学
に
進
学
。
小

栗
先
生
の
指
導
を
引
き

続
い
て
受
け
る
つ
も
り

で
、
海
外
へ
の
留
学
も

目
指
し
て
い
ま
す
。

「
あ
こ
が
れ
の
ソ
リ

ス
ト
だ
け
で
な
く
、
室

内
楽
や
教
師
な
ど
幅
広

い
分
野
で
活
躍
で
き
る

演
奏
家
に
な
る
の
が
夢

で
す
。
私
に
と
っ
て
バ

イ
オ
リ
ン
は
、
言
葉
で

伝
え
き
れ
な
い
思
い
を

う
ま
く
伝
え
る
た
め
の
手
段
。

情
熱
的
に
弾
け
る
よ
う
に
は
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
微
妙
な
表

現
を
も
っ
と
勉
強
し
な
い
と
。

楽
譜
や
時
代
背
景
か
ら
何
を
読

み
取
れ
る
か
、
演
奏
に
頭
を
使

う
こ
と
も
課
題
で
す
」

わ
ず
か
な
加
減
ひ
と
つ
で
音

色
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う

バ
イ
オ
リ
ン
。
だ
か
ら
こ
そ
、

思
い
通
り
の
音
を
出
せ
た
時
は

練
習
中
で
も
幸
せ
な
気
持
ち
に

な
れ
る
ん
で
す
。

平成１８年度決算が平成１９年５月２９日の理事会・評議員会
において承認された。
各学校の平成１８年度の教育活動は以下のとおりである。

相愛大学音楽学部
音楽学部は学生への教育効果を高めるため、学生自身の
学内演奏活動、著名な音楽家・演奏家を招聘し公開レッス
ン・公開講座の開催、また教員のコンサートを頻繁に行っ
ている。そして国際交流も重要な事業と位置づけ、学生の
ヨーロッパ研修を実施している。
平成１８年度の事業も例年通りそれらを開催した。学生の
演奏会は、学内において各種アンサンブル、ウインドオー
ケストラ定期演奏会、作曲専攻学生の作品発表、オペラ試
演会、卒業演奏会。学外においては相愛オーケストラ定期
演奏会（ザ・シンフォニーホール）専攻科学生の修了演奏
会（フェニックスホール）卒業演奏会（いずみホール）コ
ンチェルトの夕べ（いずみホール）等々。特に昨年度のオ
ペラ試演会では南港ホールに多くの聴衆が詰め掛け、５０名
程の来場客が会場に入れないほどの大盛況であった。また
ピアノ、管弦打楽器、声楽等の教員による演奏会も、年々
活発になり、本学の学生のみならず、一般の聴衆の支持を
得て、開催されるごとに多くの聴衆で埋まり、地域の文化
向上に寄与している。
国際交流においては昨年同様ワルシャワのショパン音楽
院、ミラノのヴェルディ音楽院で夏期講習会を実施し多く
の学生が参加した。ミラノ市と大阪市が姉妹都市提携２５周
年記念ということもあり、ヴェルディ音楽院のヴェルディ
ホールにて同音楽院の学生と本学の学生がコンサートに出
演、在ミラノ総領事出席のもと水準の高い演奏を披露、聴
衆の絶大なる支持を受け、盛大な拍手のうちに幕を閉じた。
平成１８年度を締めくくる行事として、卒業演奏会が３月

２１日（南港ホール）３月２２日（いずみホール）と行われ、
特にいずみホールでの演奏は、将来を担う才能ある音楽家
の誕生を予感させる優れた演奏会であった。

相愛大学人文学部
教学面において特筆すべきは、現代社会学科を平成２０年

４月より社会デザイン学科と改称し、同じく図書館司書課
程を平成１９年４月をもって開設すべく決定したことである。
前者は、人・モノ・カネの面で急速に進むグローバル化、
少子・高齢化に対応する社会をどのように切り開いて行く

かという視点から、それに対応し得る人材養成を図るとい
う目的を有するものであり、後者は人文学部過去２０年に亙
る悲願の実現でもあるが、音楽・人間発達両学部の学生に
も資格取得可能となるべくカリキュラム面でも配慮した。
一方、平成１２年以来の急速な少子化進行の中で受験生を
確保すべく様々な改革を行ってきたが、所謂バブル経済崩
壊以降の人文系学科の不人気もあり、依然として学生募集
は困難を極めている。上記図書館司書課程の新設は、そう
した現状打開の方策の一つでもあるが、その一方で、教育
・研究の質的向上をいま以上にレベルアップすることも肝
要である。
公開講座については人文科学研究所と連携し、平成１８年

度は「都市」という統一テーマで５回の講座を開いた。ま
た一昨年から始めた、音楽学部との提携による大阪府下の
浄土真宗寺院における「講演とコンサート」は、津村別院
外の一ヵ寺で開催し好評を得た。
国際交流の面では、ディビッド・ウィリス教授が英国オ
ックスフォード大学から招聘を受け、平成１８年９月から平
成１９年３月まで教鞭を執った。
学生の長期・短期の留学・研修については、北京外国語
大学へ長期１名、短期１５名、北コロラド大学へ長期１名、
短期１名、アングリアラスキン大学に短期１名であった。

相愛大学人間発達学部
人間発達学部は、人の一生を通じて「人」と「人」との
交流のあり方を考え、交流を通じて醸成される健康的なラ
イフスタイルのあり方を検討することを目的とし、子ども
発達学科及び発達栄養学科、両学科の相互履修を可能にす
ることによって、真に心身の発達の意味を探求する学部で
ある。
子ども発達学科の教育の特色は、保育士養成を基軸とし
たカリキュラム編成である。平成１８年度は、保育士養成を
基軸としたカリキュラム編成に従い、１年次開講科目を確
実に開講した。特にベーシックセミナーＡは基礎の部分で
あるので、担当者間の連絡を密に行い、テキストや授業の
進め方等、内容の統一を図っての授業を行ったので成果を
上げることができた。
また、専門科目はもちろん１年次から取り入れた「保育
ボランティア実習」では、学生にとって初めての学外実習
であり、保育士としての自覚の一助となった。２年次にお
いても「講義」「演習」「実習」の科目を系統・関連付けた

カリキュラムを計画し実施している。
発達栄養学科の教育の特色は、管理栄養士養成を基軸と

したカリキュラム編成である。平成１８年度は、管理栄養士
養成を基軸としたカリキュラム編成に従い１年次開講科目
を確実に開講した。２年次開講については専門科目の開講
数が増える中で、専門内容の関連性・系統性に配慮した科
目構成・時間割を計画し実施している。
又、両学科とも、学生の知識・意識・実践力の学びを支

援する為に、１年次に少人数（１０人から２０人前後）ゼミ方
式による学び支援プログラムとして「ベーシックセミナー
Ａ」を開講し、新入生の大学生活を順調にスタートさせる
ためにきめ細かい指導ができた。オフィスアワーを実施し、
学生の個別の相談に対応した。２年次にも「ベーシックセ
ミナーＢ」を開講し、引き続き学びを支援する体制をとる
予定である。また、学際的学びと総合力の深化を図るため
に、本学の特色である他学科開放科目に積極的に受講させ
た。
教員の質の維持向上に向けての取り組みも積極的に行い、

学部教務委員会を中心にＦＤ研究会を２回（６月１３日、１１
月１４日）開催し、教員の資質の維持向上に努めた。前者は、
「考えすぎる教育と考えない教育」、後者は「学生の満足度
を上げるための教育改革とは」の演題で開催し、さらに授
業の相互評価（学生と教員）を取り入れたＦＤ（ファカル
ティ・デベロップメント）を推進した。
人間発達学部は高校生対象にオープンセミナーを実施し、

高・大一貫した「学び」を支援し、高大連携教育を積極的
に推奨した。平成１８年度は前期通常講義「食育総論」を学
科開放科目として推進し、１２名の高校生が受講した。又、
冬季休暇中は「ヘルスカウンセリング演習」「食空間デザイ
ン演出」「人と私の心を知る（心理学への理解を深める）」
をオープンセミナーとして開講した。平成１９年度は、これ

に付け加え「子育て支援論」を後期に開講科目とする予定
である。
さらに「コミュニティーの活性化とＱＯＬ向上支援」に

関する公開講座（子育て支援講座、楽しいダイエット教室）
の開催に際し、地域の子育て家庭に対する支援を行うと共
に、学生を支援スタッフとして参画させ、教育と実践を関
連付けた学びの場を提供し、学生の質の向上を図った。ま
た、講座参加者にも好評であった。１９年度も実施する。ま
た大阪府食育推進事業にも学生及び教員が参加し、コミュ
ニティーの活性化とＱＯＬ向上支援を行なうとともに、学
生の体験学習の機会とし、予期されない様々な問題への遭
遇と問題解決体験を通じた学びを報告させ、学生一人ひと
りが問題解決に努力するなかで、「カリキュラム外の教養教
育」の機会とできた。

相愛高等学校・相愛中学校
相愛高等学校・相愛中学校における教育に関するおもな

取り組みについて報告する。相愛大学人間発達学部と相愛
高等学校の教育連携についての協定書を取り交わし、今ま
で以上に大学との交流をはかり、この講義を受講した者に
は単位取得証明書を発行する。高校卒業後大学に入学した
ものが、単位取得証明書を提出して当該単位認定の取得認
定を受領することは、高校生にとって目的意識を明確にさ
せることにもなる。
小学生及び中学生を対象にしたオープンキャンパスを開

催し、教科やクラブを中心に教科実習・クラブ体験を通じ
て本学園のよき点を近畿圏の小・中学生に知らせ、志願者
増に向けて実施した。
さらに、ＨＰを刷新し、情報による本校への志願者増を図

り、より詳しくスキルアップして情報提供を行った。

３．貸借対照表は、年度末の財政状態を表すもので、資産、負債、正味財産（基
本金、消費収支差額等）の状態を表示しています。
資産の部、負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部を設け、当該年度末

と前年度末との対比で昨年度からの増減をみることができます。
本決算書は平成１８年度の事業計画における総ての収入および支出を包括した
ものである。学校法人会計基準および経理規定に基づき、資金収支計算書、消
費収支計算書及び貸借対照表で報告します。
１．資金収支計算書は、当該会計年度の諸活動に対応するすべての収支の内容、
並びに支払資金の収支の顛末を明らかにすることが目的の計算書です。平成１８
年度の予算（補正予算）額と決算額とを対比する形式で表しています。
２．消費収支計算書は当該会計年度における消費収支の均衡状態とその内容を
明らかにし、学校法人の経営状況が健全であるかどうかを示す、いわば企業会
計の損益計算書に当たるものです。

今
年
も
残
り
僅
か
に
な
り
、

街
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
一

段
と
華
や
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。先

日
、
若
い
女
性
に
人
気
の

あ
る
宝
飾
店
の
前
を
通
り
ま
す

と
、
そ
の
店
で
は
余
り
見
か
け

な
い
若
い
男
性
が
数
人
買
物
を

し
て
い
る
光
景
に
出
会
い
ま
し

た
。
１２
月
と
２
月
に
よ
く
見
か

け
る
光
景
で
す
。
微
笑
ま
し
く

も
あ
り
、
涙
ぐ
ま
し
く
も
あ
る

こ
の
光
景
は
、
５０
年
先
も
お
そ

ら
く
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
こ
そ
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・

ブ
ラ
ン
ド
の
力
で
す
。

ブ
ラ
ン
ド
の
持
つ
「
変
わ
る

部
分
」
と
「
変
わ
ら
な
い
部
分
」

は
視
点
を
変
え
る
と
「
変
え
る

部
分
」
と
「
変
え
な
い
部
分
」

で
す
。「
変
え
な
い
部
分
」
こ
そ

ブ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
で
あ
り
、「
変
え
る
部

分
」
は
時
代
に
迎
合
す
る
事
で

は
な
く
、「
変
え
な
い
部
分
」
へ

の
時
代
に
合
わ
せ
た
導
入
部
分

で
あ
る
べ
き
で
す
。

こ
の
よ
う
な
事
を
考
え
な
が

ら
、
以
前
に
話
し
の
種
に
と
買

っ
て
き
た
あ
の
宝
飾
店
の
ア
ク

セ
サ
リ
ー
を
久
々
に
身
に
つ
け

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
川
中
）

資金収支計算書 平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日（単位 千円）
収入の部

差 異
△１６０
△５９１
△１
１

△３２
４５

１，８２５
△１，１４２
１０，７８０

△１３，５１８
１６，７６９

０
１３，９７６

支出の部
△４，５７１
１６８，３９０
２２，２１５

△１９，１６３
△１３，１８０
△４９
５２９

７５，６３２
△２１５，８２７
１３，９７６

決 算
２，８１１，４４５
３９，７５７
３８，３９２
４５４，１６９
９２，７４２
２００，７６０
９６，８３２
１７８，５５４
４８４，６３５
１，３９４，９８１
△７２５，１７５
１，６３３，６８６
６，７００，７７８

２，９５８，３０１
４９２，９７９
２２５，９５０
１０６，０７３
７７，２７４

１，２２４，２０８
３５２，６１７

△３５１，６０４
１，６１４，９８０
６，７００，７７８

予 算
２，８１１，２８５
３９，１６６
３８，３９１
４５４，１７０
９２，７１０
２００，８０５
９８，６５７
１７７，４１２
４９５，４１５
１，３８１，４６３
△７０８，４０６
１，６３３，６８６
６，７１４，７５４

２，９５３，７３０
６６１，３６９
２４８，１６５
８６，９１０
６４，０９４

１，２２４，１５９
３５３，１４６

△２７５，９７２
１，３９９，１５３
６，７１４，７５４

科 目
学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 附 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資 金 収 入 調 整 勘 定
前年度繰越支払資金
収 入 の 部 合 計

人 件 費 支 出
教 育 研 究 経 費 支 出
管 理 経 費 支 出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出
資 金 支 出 調 整 勘 定
次年度繰越支払資金
支 出 の 部 合 計

消費収支計算書 平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日（単位 千円）
消費収入の部

差 異
△１６０
△５９１
△４，３９７

１
△３２
４５

１，８２５
△７３３
△４，０４２
△６６，７６４
△７０，８０６

消費支出の部
△４，５６４
１６８，４０５
２２，２３２
△６，３８３
３，１６８

△７，４７２
１７５，３８６

決 算
２，８１１，４４５
３９，７５７
４２，７８８
４５４，１６９
９２，７４２
７６０

９６，８３２
１７８，１４５
３，７１６，６３８

０
３，７１６，６３８

２，９４２，４０２
８５２，５９９
２４７，８３１
６，３８３
４１，６２３
７，４７２

４，０９８，３１０

３８１，６７２
８，２０１，３８１
６，９３５

８，５７６，１１８

予 算
２，８１１，２８５
３９，１６６
３８，３９１
４５４，１７０
９２，７１０
８０５

９８，６５７
１７７，４１２
３，７１２，５９６
△６６，７６４
３，６４５，８３２

２，９３７，８３８
１，０２１，００４
２７０，０６３

０
４４，７９１

０
４，２７３，６９６

６２７，８６４
８，２０１，３８１

０
８，８２９，２４５

科 目
学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 附 金
補 助 金
資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 差 額
事 業 収 入
雑 収 入
帰 属 収 入 合 計
基 本 金 組 入 額 合 計
消 費 収 入 の 部 合 計

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
資 産 処 分 差 額
徴 収 不 能 額
徴収不能引当金繰入額
消 費 支 出 の 部 合 計

当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額
基 本 金 取 崩 額
翌年度繰越消費支出超過額

貸借対照表 平成１９年３月３１日（単位 千円）
資産の部

増 減
△３５６，７６１
△２００，１４１
△１５６，６２０
４７，７７３

△３０８，９８８

負債の部
増 減
△１５，８９９
８８，５８３
７２，６８４

基本金の部
△６，９３５

０
０

△６，９３５
消費収支差額の部

３７４，７３７
△３７４，７３７

△３０８，９８８

前年度末
１９，７１２，５５６
１６，３９４，９２３
３，３１７，６３３
１，７３１，８８３
２１，４４４，４３９

前年度末
１，２６４，３６９
８６４，９９９
２，１２９，３６８

２６，９３７，４５１
２００，０００
３７９，０００

２７，５１６，４５１

８，２０１，３８０
△８，２０１，３８０

２１，４４４，４３９

本年度末
１９，３５５，７９５
１６，１９４，７８２
３，１６１，０１３
１，７７９，６５６
２１，１３５，４５１

本年度末
１，２４８，４７０
９５３，５８２
２，２０２，０５２

２６，９３０，５１６
２００，０００
３７９，０００

２７，５０９，５１６

８，５７６，１１７
△８，５７６，１１７

２１，１３５，４５１

科 目
固定資産
有形固定資産
その他の固定資産

流動資産
資 産 の 部 合 計

科 目
固 定 負 債
流 動 負 債
負 債 の 部 合 計

第１号基本金
第３号基本金
第４号基本金
基 本 金 の 部 合 計

翌年度繰越消費支出超過額
消費収支差額の部合計
負債の部、基本金の部及び
消費収支差額の部合計

学生音コン
バイオリン全国第３位

坂 茉莉江さん
相愛高校３年

幅広い分野で活躍したい

平成１８年度 事業報告書

平成１８年度 決算報告

82007年12月5日




